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本年度の調査・検討結果について
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出所） （公財）自動車リサイクル促進センター「使用済自動車のリサイクル処理の流れ」 https : //www. ja rc .or . jp/automobile/mechanism/recyclef low/ に吹き出しなど追加

自動車リサイクルのカーボンニュートラル及び3Rの推進・質の

向上に向けた検討会 論点間の関係について（再整理）

原料・素材調達 製造

② 事前選別品目（バッテリー（鉛、
LIB））の排出実態（排出・控除）の
把握方針 、LIBも含む部品リユー
スの検討方策

⑤-b 資源回収インセンティブ
• 中長期：自動車素材・部品のうち、

GHG負荷の高い領域を対象とした
制度設計

• 短期：現行制度下での実装を想定し、
まずはASR中の資源に着目、GHG
評価の在り方も検討

再生可能
資源使用

リユース
部品使用

DfEによる資源回収コストの低減、回収した資源の

自動車部品への使用促進といった関係性を意識

① 排出実態調査・ヒアリング
• 各論点の検討における基礎情報

を得るため、リサイクルの該当プ
ロセスについて調査を実施

中長期的には、現状のリサイクル

でGHG負荷が大きいものや、

今後増加が見込まれるものも

資源回収インセンティブの検討

スコープに含める

⑤-a 環境配慮設計
（DfE）及び再生可能資
源の利用方策等の検討

③ ASR施設の排出実
態を踏まえたGHG削
減方策の検討

（リサイクル全体（青枠）に通底）
④ 温室効果ガス排出量の算定・情
報収集の仕組み構築に向けた検討
⑤-c 有害物質・リサイクルに影響
を与えうる物質等の対応

資源回収によるASRリサイクル工程

のGHG排出量削減効果が期待
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第2回検討会資料抜粋

https://www.jarc.or.jp/automobile/mechanism/recycleflow/
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⚫ 第1回・第2回検討会における主なご意見は下表のとおり。

第1回・第2回検討会における主なご意見

ご議論の観点

GHG排出実態把握
（論点①②③関係）

GHG排出量算定モデルの構築
（論点④関係）

資源回収インセンティブとCNの
連接に向けた検討（論点⑤関係）

第1回・第2
回検討会
主なご意見
（第2回ご意
見は下線）

• 自動車リサイクル業界内の排出実
態のばらつきが大きい。特に解体
事業者は大手から個人経営まであ
るため、業界全体を把握できるよ
うにすべき。

• 自動車リサイクル自体のGHG排出
総量に占める割合は小さいが、他
産業との接続性や整合性を見てい
くのか。

• LiBの廃棄は今後急増が想定され
るため、他で行われている実態把
握等の状況も見つつ、早めに頭の
整理をしておくべき。

• 得られる結果の使い方を意識して、
精緻化に向けた調査を進めるべき。

• 工程別に把握する際は、工程ごと
のバウンダリに重複や漏れが無い
か確認すべき。

• 廃棄物・資源循環分野全体と足並
みを揃えていくべき分野について
は、基礎的な物性・数値を把握・共
有してもらうように働きかけていく
べきである。

• 算定モデルが業界で活用され
るための工夫や調整が必要。

• GHG評価について、どの程度
のデータまでを追えば良いかを
整理した上で、算定モデルを検
討いただきたい。

• JARS大規模改造のスケジュー
ルも考慮し、JARSで収集する
データも活用したGHG評価も
検討すべき。

• 事業者にとって使いやすいシン
プルなものにすべき。

• 効果推定と評価を行いながら、
都度算定モデルを改訂していく
方法を取らざるを得ない。

• CO2排出量算定に関する課題
については、現場のIoT対応・
デジタル技術活用をセットで考
え解決していく必要がある。

• 多くの事業者が参加し資源回収を促す
べく、 経済性の考え方も重要である。
また、GHG排出量に加えて、今後は経
済性・市場価値のバウンダリもすり合
わせる必要がある。

• GHG削減対策について短期的に取り
組むべきところを当面のターゲットと
し、中長期的には2050 年を目指して
GHG排出量削減効果の高いところに
取り組む、という方向性になる。

• 自動車リサイクルにおける3R/CNの
検討と、廃棄物・資源循環分野の動き
との関係を整理すべき。

• 資源回収インセンティブでは、まずはプ
ラスチック、ガラスを対象としつつ、鉄、
非鉄等、検討すべき品目は他にもあり、
考え方は整理しておくべき。

• 過去事業におけるGHG削減効果の評
価結果を参考にする際は、前提条件や
使用した排出係数を精査すべき。

• 直接的なGHG排出量の算定方法が整
理できると、GHG削減効果の議論も
できるのではないか。他方で、実際に
は、両者を並行し、設定と検証を繰り
返す作業になると考えるのが妥当では
ないか。
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⚫ 第3回検討会における議論の進め方（案）は下表のとおり。

第3回検討会における議論の進め方（案）

ご議論の観点

GHG排出実態把握
（論点①②③関係）

GHG排出量算定モデルの構築
（論点④関係）

資源回収インセンティブとCNの
連接に向けた検討（論点⑤関係）

第3回検討会
ご議論内容

• 本年度の調査結果を踏まえた
GHG排出量の推計精緻化の
方向性（案）

⇒資料2-1でご説明

• 令和5年度公表に向けた算定
モデルの構成・計算フローイ
メージ（案）

⇒資料2-2でご説明

• 資源回収インセンティブに関
する今後の検討事項（案）

• CN・3Rの取り組みと温室効
果ガス排出量削減との関係に
ついて

⇒資料2-3でご説明

（共通）
• 次年度以降の調査・検討スケジュール（案）
⇒資料3でご説明


